エルシーブイFM第80回放送番組審議会
１．日時　　2020年8月25日（火）13時30分から14時30分

２．場所　　諏訪市四賀　エルシーブイ株式会社　本社
３．出席者　委員定数　6名

出席委員　3名      宮坂　徹 　　委員長
　　　　　　　　　　佐久　秀幸　 副委員長
　　　　　　　　　　宮坂 ちとせ　委員
欠席委員　3名      小野沢 弘夫　委員
前田　孝之　 委員
木村　献　　 委員
放送事業者側　8名      深井　賀博　　代表取締役社長
大野　揚史　 専務取締役　
吉田　和晃　 放送制作部FM制作課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小池　利幸　 放送制作部報道課長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木　敬資　 放送制作部FM制作課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中島　裕子　 放送制作部FM制作課

　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．議事次第
　　・番組審議会　宮坂徹委員長より開会の挨拶
・「打ち上げよう　ラジオde花火！～真夏のリクエストフェスティバル～」
について審議
　
5．議事の概要　
【審査番組】
リスナーから事前に寄せてもらったリクエスト曲を中心に、アーク諏訪の
サテライトスタジオでの公開生放送とし、３人のパーソナリティの掛け合いで番組を
進行しました。諏訪市長とのカウントダウン、「開会宣言」をはじめ花火大会を
連想する演出を取り入れました。例年「花火ラジオ」に出演していただいている人とも電話を繋ぎ、『花火大会のない8月15日』の日常リポートも加えました。スタジオに立ち寄るリスナーや、通行人が足を止めて屋外のマイクで短い会話をする機会も設けました。
「打ち上げよう　ラジオde花火～真夏のリクエストフェスティバル～」に関する、
主な意見としては
　　・幼少の頃の花火と今の花火を比べるような時間が持てた
　　・様々な人が諏訪湖の花火を誇りにしていることがわかった
　　・来年の花火大会が開催されることを願う気持ちを共有できた
　　・来年への期待感をとても感じた
　　・コロナウイルスのこの状況を一緒に乗り越えていこうという気持ちになった
　　・諏訪湖でこれから花火大会が始まるような臨場感あるオープニングが良かった
　　・毎年やっている番組を、今年も同じように明るく放送してくれて良かった
　　・地元の花火大会の重要性を改めて感じる機会となった
　　・地域の高校生の吹奏楽の音楽を流すなどローカル番組ならではの親近感を感じた
　　・発表の場を失った高校生の発表の場となって良かった
　　・リクエストを中心に街の状況を入れるなど、花火のない15日の雰囲気が分かってよい
　　・テレビの放送も合わせて行うことで臨場感ある放送となった
　　・大会長から大会の開催のきっかけを聞けたのが良かった
　　・パーソナリティ自身が番組を楽しんでいるのが伝わった
　　・リクエストを花火に見立てる企画が良かった
・ゲスト出演したが、時間がなく言いたいことが言えなかったのが残念
・市民リポーターが大会がない街の様子を伝えるのは難しかった

　以上、各委員から多数のご意見を頂きました。
